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平成１８年度 決算報告書

国立大学法人鳴門教育大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ３，５６０ ３，５６０ ０

施設整備費補助金 ９７ １９６ ９９ （注１）

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

施設整備資金貸付金償還時 ０ ０ ０

補助金

補助金等収入 １５ １９ ４ （注２）

国立大学財務・経営センタ ２４ ２４ ０

ー施設費交付金

自己収入 ７０５ ６８４ △２１

授業料、入学料及び検定 ６５３ ６２２ △３１ （注３）

料収入

附属病院収入 ０ ０ ０

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ５２ ６２ １０ （注４）

産学連携等研究収入及び寄 １０１ １４９ ４８ （注５）

附金収入等

長期借入金 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

承継剰余金 ０ ０ ０

旧法人承継積立金 ０ ０ ０

目的積立金取崩 ０ ０ ０

計 ４，５０２ ４，６３２ １３０

支出

業務費 ３，１７３ ３，０２３ △１５０ （注６）

教育研究経費 ３，１７３ ３，０２３ △１５０

診療経費 ０ ０ ０

一般管理費 １，０９２ １，０８９ △３ （注７）

施設整備費 １３１ ２３０ ９９ （注８）

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 １５ １９ ４ （注９）

産学連携等研究経費及び寄 １０１ １４９ ４８ （注 ）10
附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 ０ ０ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ４，５１２ ４，５１０ △２

収入－支出 △１０ １２２ １３２
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○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、基盤・環境整備事業が交付されたため、予算金額

に比して決算金額が９９百万円多額となっています。

（注２）補助金等については、予算段階では予定していなかった大学改革推進等補助金１

７百万円が交付され，予定していた海外先進教育研究実践支援補助金１３百万円

が交付されなかったため、予算金額に比して決算金額が４百万円多額となってい

ます。

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、受験者の減少等により、予算額に比

して決算金額が３１百万円少額となっています。

（ ） 、 、 、注４ 雑収入については 主として寄宿舎料収入２百万 人件費補填収入２百万JICA
建物及び物件貸付料２百万、心理教育相談料収入２百万、科学研究費（間接費経

費）収入１百万、手数料収入１百万円それぞれ収入増加したことにより予算金額

に比して決算金額が１０百万円多額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、主として予算段階では予定し

ていなかった法人等からの受託事業の獲得に努めたため、予算金額に比して決算

金額が４８百万円多額となっています。

（注６）業務費については、主として教員人件費の所要額の減少により、予算金額に比し

て決算金額が１５０百万円少額となっています。

（注７）一般管理費については、主として退職金所要額の減少により、予算金額に比して

決算金額が３百万円少額となっています。

（注８ （注１）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が９９百万円多額と）

なっています。

（注９ （注２）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が４百万円多額とな）

っています。

（注１０ （注５）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が４８百万円多額）

となっています。


